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土
木
学
会
の
動
き 

土
木
学
会
（
J
S
C
E
）
と
協
力
協

定
を
結
ん
で
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
土
木
学

会（
P
I
C
E：

P
hilippine

Institute

of
C
iv
ilE
n
g
in
eers

）
か
ら
の
招
聘

を
受
け
て
、
P
I
C
E
の
年
次
大
会

（33
rdN
ation

alC
on
v
en
tion

）に
参

加
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
セ
ブ
市
は
、フ
ィ
リ
ピ

ン
中
部
の
セ
ブ
島
の
中
央
に
位
置
し
、

人
口
約
70
万
人
を
有
す
る
大
都
市
で
、

マ
ゼ
ラ
ン
が
1
5
2
1
年
に
上
陸
し
た

地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
セ
ブ
･
リ
ゾ

ー
ト
は
、
隣
の
マ
ク
タ
ン
島
が
中
心
で

あ
る
。

P
I
C
E
に
つ
い
て

P
I
C
E
の
総
会
員
数
は
、2
0
0
7

年
11
月
16
日
現
在
7
7
4
7
6
人
。
J

S
C
E
は
10
月
31
日
現
在
で
3
8
1
7

3
人
で
あ
る
か
ら
、P
I
C
E
は
J
S
C

E
の
2
倍
の
会
員
数
を
抱
え
て
い
る
。

P
I
C
E
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
会
員（
J
S
C

E
の
正
会
員
相
当
）に
な
る
た
め
に
は
、

th
e

P
h
ilip
p
in
e

R
eg
u
lation

C
om
m
ission

（
P
R
C
）の
土
木
技
術

者
ラ
イ
セ
ン
ス
試
験
に
合
格
し
、
登
録

さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、J
S
C
E

と
比
較
し
て
入
会
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
の
会
員
が
い
る
と

い
う
こ
と
は
、〝E

ngineer

〞
を
名
乗

る
た
め
に
は
こ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
も
っ
て

い
る
こ
と
が
必
須
と
い
う
事
情
の
表
わ

れ
で
あ
ろ
う
。

開
会
式（
11
月
22
日
）

開
会
式
は
C
I
C
C（
セ
ブ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

で
行
わ
れ
た
。C
I
C
C
は
A
S
E
A
N

サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
と
な
っ
た
場
所
で
、

安
倍
晋
三
前
総
理
大
臣
も
来
訪
さ
れ

て
い
る
。
J
S
C
E
か
ら
は
濱
田
政
則

前
会
長
と
同
行
者
の
伊
東
淳
氏（
早
稲

田
大
学
／
セ
ー
バ
ー
ス
・
地
震
防
災
工

学
研
究
所
）が
開
会
式
に
参
加
し
た（
写

真
1
）。
来
賓
と
し
て
、セ
ブ
州
のG

arcia

知
事
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
。

濱
田
前
会
長
特
別
講
演

（
11
月
22
日
）

開
会
式
に
引
き
続
き
、
濱
田
前
会

長
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、
約
2
0
0

0
人
が
参
加
し
た
。（写
真
2
）
。
講
演
内

容
は
、
近
年
ア
ジ
ア
に
地
震
・
風
水
害

が
集
中
し
て
き
て
い
る
な
か
で
の
、
災

害
軽
減
に
向
け
た
土
木
技
術
者
の
役

割
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
講
演
の
後
、

A
b
erg
as

P
I
C
E
会
長
か
ら
濱
田

前
会
長
に
記
念
の
楯
が
贈
ら
れ
た（
写

真
3
）
。

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
ナ
イ
ト

（
11
月
22
日
）

会
議
終
了
後
、
懇
親
会
と
し
て
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
ナ
イ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

A
b
erg
as

会
長
を
は
じ
め
と
し
、
会
議

フ
ィ
リ
ピ
ン
土
木
学
会（
P
I
C
E
）年
次
大
会
参
加
報
告

協
定
学
協
会

松
田
光
弘
（
正
会
員
　
土
木
学
会
事
務
局
）

写真1 開幕式　PICE理事と濱田前会長（Photo:Courtesy of PICE）

写真3 Abergas PICE会長から濱田前会長へ記
念楯の贈呈（Photo：Courtesy of PICE）

写真2 濱田前会長による特別講演
（Photo：Courtesy of PICE）
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土
木
学
会
の
動
き 

に
参
加
し
た
P
I
C
E
会
員
全
員
が
参

加
し
た
よ
う
で
、2
0
0
0
人
は
超
え

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
食
事
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
料
理
で
、
ど
こ
か
中
華
風
と
ス
ペ

イ
ン
風
の
ミ
ッ
ク
ス
と
い
う
感
じ
で
も

あ
っ
た
。
食
事
の
後
は
シ
ョ
ー
で
、ま
ず

は
セ
ブ
島
の
民
族
舞
踊
に
始
ま
り
、ス

ペ
イ
ン
統
治
時
代
を
思
わ
せ
る
フ
ラ
メ

ン
コ
、そ
し
て
ア
メ
リ
カ
統
治
時
代
を
思

わ
せ
る
現
代
風
社
交
ダ
ン
ス
と
歌
が
披

露
さ
れ
た（
写
真
4
）
。

国
際
円
卓
会
議（
11
月
23
日
）

P
I
C
E
の
ほ
か
、
中
国
土
木
水
利

工
程
学
会
（
台
湾
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

工
学
会
、ア
メ
リ
カ
土
木
学
会
フ
ィ
リ

ピ
ン
支
部
、J
S
C
E
が
参
加
し
て
、

国
際
円
卓
会
議
が
開
催
さ
れ
た（
写
真

5
）
。
会
議
の
テ
ー
マ
は
「S

u
stain

ab
le

In
frastru

ctu
re
D
ev
elop
m
en
t

（
持

続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
開
発
）」で
、
濱
田

前
会
長
を
は
じ
め
3
名
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、そ
の
後
討
議
に
移
っ

た
。
濱
田
前
会
長
は
、
日
本
が
戦
後
の

災
害
か
ら
高
度
経
済
成
長
を
経
て
現

在
い
か
に
環
境
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、

開
発
途
上
に
あ
る
ア
ジ
ア
各
国
へ
の
提

案
も
含
ん
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

討
議
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
イ

ン
フ
ラ
の
現
状
と
問
題
点
、
今
後
の
持

続
可
能
な
開
発
の
あ
り
方
、地
球
温
暖

化
を
中
心
に
し
た
環
境
対
策
な
ど
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
日
本
の
よ
う
な

先
進
国
と
開
発
途
上
に
あ
る
ア
ジ
ア
各

国
で
の
環
境
対
策
に
つ
い
て
の
差
異
が

感
じ
ら
れ
た
。
濱
田
前
会
長
は
、
次
回

の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
に
は
ぜ
ひ
中
国

と
イ
ン
ド
を
参
加
さ
せ
よ
う
と
提
案

し
、会
議
は
終
了
し
た
。

閉
会
式（
11
月
24
日
）

石
井
会
長
は
11
月
23
日
夜
に
セ
ブ

に
到
着
し
た
た
め
、P
I
C
E
年
次
大

会
へ
の
参
加
は
最
終
日
の
24
日
の
み
と

な
っ
た
。

閉
会
式
で
は
、
石
井
会
長
か
ら
、
年

次
大
会
の
成
功
を
祝
う
ス
ピ
ー
チ
を

行
っ
た
。
現
会
長
のA

b
erg
as

氏
は
こ

の
日
の
朝
に
急
遽
マ
ニ
ラ
に
戻
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、1
日
前
に
P
I
C
E
次

期
会
長
に
選
出
さ
れ
たW

illy
T

・

G
o

氏
に
対
し
、石
井
会
長
か
ら
J
S
C

E
か
ら
P
I
C
E
に
対
す
る
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
た（
写
真
6
）。

第
10
回
全
国
土
木
学
生

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス（
11
月
24
日
）

P
I
C
E
に
は
約
1
万
3
千
人
の
学

生
会
員
が
お
り
（
J
S
C
E
の
2
倍
以

上
）、1
5
2
の
学
生
支
部
（S

tu
d
en
t

C
hapter

）を
有
し
て
い
る
。
第
10
回
全

国
土
木
学
生
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、P
I

C
E
年
次
大
会
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
。
石
井
会
長
は
来
賓
と
し

て
招
待
さ
れ
、〝R

estoration
of

E
n
v
iron
m
en
t
after

th
e
H
ig
h

E
con
om
ic
G
row
th
in
Jap
an

〞
と

題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
講
演
後
は
、

聴
講
し
た
学
生
た
ち
の
多
く
が
ス
テ

ー
ジ
前
に
押
し
か
け
、
石
井
会
長
と

一
緒
に
写
真
を
撮
っ
て
い
た
（
写
真
7
）
。

P
I
C
E
の「
び
っ
く
り
」
三
題

（
1
）
富
く
じ

P
I
C
E
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
建
て
る

た
め
の
資
金
調
達
の
目
的
で
、
富
く
じ

が
行
わ
れ
て
い
た
。
チ
ケ
ッ
ト
1
枚
が
3

0
0
0
ペ
ソ（
日
本
円
で
約
8
0
0
0

円
）、
商
品
は
1
等
が
な
ん
と
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
！
2
等
は
日
本
車
！
3
等
は

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
！

抽
選
は
年
次
総
会

の
中
で
行
わ
れ
た
。
当
選
者
が
う
ら
や

ま
し
い
。

（
2
）
自
動
車
行
列（M

o
to
rcad

e

）

市
民
に
P
I
C
E
の
存
在
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
に
、
車
の
前
面
に
学
会

の
名
前
を
書
い
た
横
断
幕
を
つ
け
て
、

自
動
車
行
列
を
支
部
ご
と
に
行
っ
て

い
る
。

（
3
）
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト（M

utya
ng

）

P
I
C
E
の
支
部
で
は
、
女
性
技
術

者
を
対
象
と
し
た
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
が

行
わ
れ
て
い
る
。
年
次
大
会
に
は
女
性

技
術
者
も
多
数
参
加
し
て
い
る
。

大
会
に
参
加
し
て

P
I
C
E
の
活
動
は
活
発
で
あ
り
、

特
に
学
生
会
員
の
熱
心
さ
を
感
じ

た
。
1
9
9
7
年
の
A
C
E
C
C（
ア
ジ

ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会
）
設
立

以
来
、J
S
C
E
と
P
I
C
E
は
友
好

関
係
が
進
ん
で
い
る
が
、
今
回
の
訪
問

で
そ
れ
が
よ
り
深
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。

J
S
C
E
が
現
在
計
画
し
て
い
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
分
会
設
立
に
対
し
て
も
、P
I

C
E
か
ら
は
理
解
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
交
流
拡
大
を

期
待
し
た
い
。

写真6 PICEへの記念品贈呈

写真7 学生に囲まれる石井会長

写真4 フェローシップナイト（Photo:Courtesy of PICE）

写真5 国際円卓会議（Photo:Courtesy of PICE）


